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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第28期

第１四半期連結
累計期間

第29期
第１四半期連結

累計期間
第28期

会計期間

自平成26年
　４月１日
至平成26年
　６月30日

自平成27年
　４月１日
至平成27年
　６月30日

自平成26年
　４月１日
至平成27年
　３月31日

売上高 （千円） 24,524,195 32,691,333 118,703,987

経常利益 （千円） 187,651 615,500 2,008,740

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 125,824 385,267 1,425,467

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 80,284 396,665 1,927,688

純資産額 （千円） 11,871,267 13,296,638 13,157,295

総資産額 （千円） 42,039,668 60,873,030 56,460,730

１株当たり四半期（当期）

純利益金額
（円） 8.99 28.21 102.72

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 28.2 21.8 23.3

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在していないため記載して

おりません。

４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連結

累計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

５．１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定するための普通株式の期中平均株式数は、その計算において

控除する自己株式に、資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が所有する当社株式を含めており

ます。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、

主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　 文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

（1）業績の状況

当第１四半期連結累計期間（平成27年４月～平成27年６月）におけるわが国経済は、政府による財政金融政策

等の効果による円安、株高基調の中、企業業績は緩やかな回復基調で推移しているものの、消費税率引き上げの

影響や、ギリシャ問題を抱える欧州経済の混迷、新興国経済の景気減速等が懸念される等、企業を取り巻く環境

は不透明な状況が見られます。

エレクトロニクス分野におきましては、スマートフォンの出荷が引き続き伸びており、液晶テレビなどデジタ

ル家電にも一部で復調の兆しが見える一方、デジタルカメラ市場については引き続き縮小傾向となっておりま

す。

環境・エネルギー分野におきましては、固定価格買取制度の見直しにより太陽光偏重からバイオマス、風力、

小水力、地熱等の再生可能エネルギーがクローズアップされており、また、来年春に予定される電力小売全面自

由化に向け、電力売買事業参入を検討する企業への大きなビジネスチャンスとなっております。

当社グループにおきましては、デバイス事業では車載向け半導体、パソコン向けＣＰＵおよびアクセサリ製品

が売上に寄与しました。環境エネルギー事業では、現在までに建設した累計23か所のメガソーラーの発電収入が

売上・利益に寄与しました。一方、デジタルカメラ向けを中心にイメージセンサ、タッチパネル、メモリ製品の

売上が減少しました。

その結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は32,691百万円（前年同期比133.3％）となりました。利益面に

つきましては、経常利益は615百万円（前年同期比328.0％）、親会社株主に帰属する四半期純利益は385百万円

（前年同期比306.2％）となりました。

 

セグメント別の業績は、次のとおりであります。

 １．デバイス事業

デバイス事業につきましては、車載向け半導体が引き続き好調に推移し、昨年度より新規取引を開始したパソ

コン向けＣＰＵの売上が伸長したほか、パソコン用アクセサリ製品の販売が売上に寄与しました。また、住宅用

蓄電池向けを中心にリチウムイオンバッテリの販売が増加しました。技術開発については、車載オーディオナビ

向けの開発として、スマートフォンの各種機能をディスプレイ表示させるソフトウエア開発が伸びました。一

方、デジタルカメラ向けを中心に、イメージセンサ、タッチパネル、メモリ製品等の販売が減少しました。

その結果、デバイス事業の売上高は29,332百万円（前年同期比123.0％）、セグメント営業利益は149百万円

（前年同期比63.5％）となりました。

 

 ２．環境エネルギー事業

環境エネルギー事業につきましては、現在までに建設した累計23か所（前年同期は10か所）のメガソーラーの

発電収入が売上・利益に寄与するとともに、太陽光パネル、パワーコンディショナー等、太陽光発電ビジネス関

連商材の売上が前期に比較し大幅に伸長しております。また、新電力会社Ｖ－Ｐｏｗｅｒは当社グループで建設

するメガソーラー発電所を電源とした、電力小売を加速させております。

その結果、環境エネルギー事業の売上高は3,359百万円（前年同期比499.8％）、利益面については、前期初期

赤字を計上しておりました太陽光パネル生産事業の黒字化もあり、セグメント営業利益は507百万円（前年同期は

43百万円の損失）となりました。

 

（2）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

 

（3）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 28,200,000

計 28,200,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末

現在発行数（株）
（平成27年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年８月７日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 14,376,358 14,376,358
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 14,376,358 14,376,358 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

　資本準備
金　増減額
（千円）

　資本準備金
残高
（千円）

平成27年４月１日～

平成27年６月30日
－ 14,376,358 － 5,244,234 － 2,439,768

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

直前の基準日（平成27年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

平成27年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 　普通株式　　382,500 － －

完全議決権株式（その他） 　普通株式 13,990,900 139,897 －

単元未満株式 　普通株式     2,958 －
１単元（100株）未満の

株式

発行済株式総数 14,376,358 － －

総株主の議決権 － 139,897 －

　（注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,200株含まれておりますが、こ

の株式に係る議決権の数12個は上表の「議決権の数」欄には含まれておりません。

　　　２．「完全議決権株式（その他）」の欄には、資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が保有する当社

株式345,100株（議決権の数3,451個）が含まれております。

②【自己株式等】

平成27年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　株式会社バイテック 東京都品川区東品川3-6-5 382,500 － 382,500 2.66

計 － 382,500 － 382,500 2.66

（注）当第１四半期会計期間末日現在の自己株式数は382,507株であります。なお、この他に資産管理サービス信託銀行

株式会社（信託Ｅ口）が保有する当社株式が328,400株あります。

 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成27年４月１日から平

成27年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,646,710 3,271,329

受取手形及び売掛金 22,690,869 24,427,027

たな卸資産 13,787,292 16,400,568

未収入金 263,299 524,191

繰延税金資産 600,997 414,308

その他 554,365 674,659

貸倒引当金 △34,889 △35,014

流動資産合計 40,508,644 45,677,070

固定資産   

有形固定資産   

リース資産 9,287,266 9,802,008

減価償却累計額 △540,186 △692,017

リース資産（純額） 8,747,080 9,109,991

その他 3,841,401 3,971,331

有形固定資産合計 12,588,481 13,081,322

無形固定資産   

ソフトウエア 93,026 85,915

ソフトウエア仮勘定 111,100 176,956

のれん 92,366 85,878

その他 8,203 12,203

無形固定資産合計 304,697 360,954

投資その他の資産   

投資有価証券 413,293 461,652

出資金 1,791,544 321,544

長期貸付金 78,290 74,827

繰延税金資産 22,784 24,236

その他 822,096 939,742

貸倒引当金 △69,102 △68,320

投資その他の資産合計 3,058,907 1,753,682

固定資産合計 15,952,085 15,195,959

資産合計 56,460,730 60,873,030
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 18,380,615 17,237,201

短期借入金 10,880,968 16,375,383

1年内返済予定の長期借入金 645,000 545,000

リース債務 504,456 530,285

未払法人税等 153,646 152,717

賞与引当金 277,645 168,730

その他 1,842,335 1,716,538

流動負債合計 32,684,667 36,725,857

固定負債   

長期借入金 1,165,107 1,067,378

リース債務 8,493,715 8,876,815

繰延税金負債 177,463 62,190

退職給付に係る負債 261,176 258,908

資産除去債務 470,430 511,622

その他 50,873 73,619

固定負債合計 10,618,766 10,850,534

負債合計 43,303,434 47,576,391

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,244,234 5,244,234

資本剰余金 2,439,768 2,439,768

利益剰余金 5,397,819 5,510,112

自己株式 △555,086 △539,435

株主資本合計 12,526,736 12,654,681

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 40,537 35,710

繰延ヘッジ損益 16,105 △56,209

為替換算調整勘定 572,089 660,648

その他の包括利益累計額合計 628,732 640,150

非支配株主持分 1,826 1,806

純資産合計 13,157,295 13,296,638

負債純資産合計 56,460,730 60,873,030
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

売上高 24,524,195 32,691,333

売上原価 22,698,122 30,100,412

売上総利益 1,826,073 2,590,921

販売費及び一般管理費 1,634,849 1,934,000

営業利益 191,223 656,921

営業外収益   

受取利息 508 299

受取配当金 429 －

持分法による投資利益 12,769 48,966

為替差益 40,752 15,514

その他 12,197 51,896

営業外収益合計 66,657 116,676

営業外費用   

支払利息 50,630 103,837

債権売却損 11,346 15,010

その他 8,251 39,249

営業外費用合計 70,229 158,097

経常利益 187,651 615,500

特別利益   

固定資産売却益 2,060 －

特別利益合計 2,060 －

税金等調整前四半期純利益 189,711 615,500

法人税、住民税及び事業税 70,207 127,063

法人税等調整額 974 103,188

法人税等合計 71,182 230,252

四半期純利益 118,529 385,247

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △7,295 △19

親会社株主に帰属する四半期純利益 125,824 385,267
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

四半期純利益 118,529 385,247

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 12,081 △4,826

繰延ヘッジ損益 7,958 △72,315

為替換算調整勘定 △58,285 86,336

持分法適用会社に対する持分相当額 － 2,222

その他の包括利益合計 △38,245 11,417

四半期包括利益 80,284 396,665

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 87,579 396,685

非支配株主に係る四半期包括利益 △7,295 △19
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（1）連結の範囲の重要な変更

該当事項はありません。

（2）持分法適用の範囲の重要な変更

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更等）

（企業結合に関する会計基準等の適用）
 

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持

分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上

する方法に変更しております。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定

的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務

諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株

主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間及び前連

結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業

分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期首時点から

将来にわたって適用しております。

これによる損益に与える影響はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

該当事項はありません。

 

（追加情報）

株式給付信託（従業員持株会処分型）の導入

（1）取引の概要

　当社は、従業員の福利厚生の増進及び当社の企業価値向上に係るインセンティブの付与を目的とし、「株式給付

信託（従業員持株会処分型）」（以下、「ＥＳＯＰ信託」といいます）を前連結会計年度より導入しております。

　ＥＳＯＰ信託では、当社は、当社を委託者、みずほ信託銀行株式会社を受託者とする「株式給付信託（従業員持

株会処分型）契約書」（以下、「本信託契約」といいます）を締結しました。また、みずほ信託銀行株式会社は資

産管理サービス信託銀行株式会社との間で、資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）（以下、「信託Ｅ

口」といいます）を再信託受託者として有価証券等の信託財産の管理を再信託する契約を締結しました。

　今後、５年間にわたり持株会が取得する見込みの当社株式を、信託Ｅ口が予め一括して取得し、持株会の株式取

得に際して当社株式を売却していきます。信託終了時までに、信託Ｅ口が持株会への売却を通じて本信託の信託財

産内に株式売却益相当額が累積した場合には、それを残余財産として受益者適格要件を充足する持株会加入者に分

配します。また当社は、信託銀行が当社株式を取得するための借入に対し保証をしているため、信託終了時におい

て、当社株価の下落により当該株式売却損相当の借入残債がある場合には、保証契約に基づき当社が当該残債を弁

済することとなります。

　ＥＳＯＰ信託による当社株式の取得・処分については、当社とＥＳＯＰ信託は一体であるとする会計処理を行っ

ております。従ってＥＳＯＰ信託が所有する当社株式を含む資産及び負債並びに収益及び費用については連結貸借

対照表及び連結損益計算書に含めて計上しております。

（2）信託に残存する自社の株式

　信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額は除く）により、純資産の部に自己株式と

して計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、当第１四半期連結会計期間307,781千円、328,400

株であります。

（3）総額法の適用により計上された借入金の帳簿価額

　当第１四半期連結会計期間321,128千円
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（四半期連結貸借対照表関係）

　　保証債務

連結子会社である株式会社Ｖ－ＰＯＷＥＲは、株式会社Ｆ－ＰＯＷＥＲの東京電力株式会社への債務1,318,604

千円に対し債務保証を行っております。

 

（四半期連結損益計算書関係）

該当事項はありません。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれん償却額は、次の

とおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

減価償却費

のれん償却額

138,540千円

6,488千円

212,175千円

6,488千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成26年４月１日　至平成26年６月30日）

配当に関する事項

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月25日

定時株主総会
普通株式 209,908 15  平成26年３月31日  平成26年６月26日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成27年４月１日　至平成27年６月30日）

配当に関する事項

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月24日

定時株主総会
普通株式 251,889 18  平成27年３月31日  平成27年６月25日 利益剰余金

（注）平成27年６月24日定時株主総会の決議による配当金の金額には、資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）

が保有する当社株式に対する配当金6,211千円が含まれております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 デバイス事業 環境エネルギー事業 計

売上高    

外部顧客への売上高 23,852,073 672,122 24,524,195

セグメント間の内部売上高又
は振替高

－ － －

計 23,852,073 672,122 24,524,195

セグメント利益又は損失（△） 235,004 △43,781 191,223

　（注）セグメント利益又は損失（△）の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 デバイス事業 環境エネルギー事業 計

売上高    

外部顧客への売上高 29,332,147 3,359,186 32,691,333

セグメント間の内部売上高又
は振替高

－ － －

計 29,332,147 3,359,186 32,691,333

セグメント利益 149,323 507,597 656,921

　（注）セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日

至　平成26年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 8円99銭 28円21銭

（算定上の基礎）   

親会社に帰属する四半期純利益金額（千円） 125,824 385,267

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社に帰属する

四半期純利益金額（千円）
125,824 385,267

普通株式の期中平均株式数（千株） 13,993 13,657

　　　(注)１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

２．株主資本において自己株式として計上されている資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）に残

存する自社の株式は、１株当たり当期純利益金額の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自

己株式に含めております。

１株当たり当期純利益金額の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は、当第１四半期連結累

計期間336,850株であります。

 

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成２７年８月７日

株式会社バイテック

取締役会　御中
 

有限責任監査法人　トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 三澤　幸之助　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 髙橋　正伸　　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 倉本　和芳　　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社バイ

テックの平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成２７年４月

１日から平成２７年６月３０日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成２７年４月１日から平成２７年６月３０日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書

及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社バイテック及び連結子会社の平成２７年６月３０日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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